
い う 話 で し た 。 そ ん な に待 っ て い る こ と は 到 底 で きま せ ん 。 早 急 に 被 害 状 況 を把 握 し 、 一 刻 も 早 い 送 水 再開 を 強 く 求 め ま し た 。　
震 災 の 翌 々 日 、 水 資 源 機

構 か ら 職 員 が 来 ら れ 、

1 4日

間 で 復 旧 で き る 案 が 示 さ れま し た 。 も っ と 早 く 通 水 でき る よ う 要 請 し て 、 で き るだ け の 技 術 支 援 を す る こ とと し 、 資 材 の 確 保 や 燃 料 確保 の 助 言 、 支 援 も 行 い ま した 。 そ の 結 果 、 両 浄 水 場 は震 災 か ら ８ 日 目 の ３ 月

1 8日

に 送 水 を 再 開 す る こ とが で き た の で す 。 親 身に な っ て 復 旧 を 急 い でく れ た 水 資 源 機 構 の 皆様 に 、 改 め て 感 謝 申 し上 げ ま す 。　
次 は 企 業 公 社 に つ い

て で す 。 企 業 公 社 は 平成 ２ 年 ６ 月 に 財 団 法 人と し て 設 立 さ れ 、 平 成
2 4年 ４ 月 に 公 益 財 団 法

人 に 移 行 さ れ ま し た 。主 な 業 務 と し て 、 企 業局 浄 水 場 の 運 転 管 理 と管 路 の 保 守 点 検 な ど を行 っ て お り ま す 。 県 開発 公 社 ビ ル 内 に 本 社 を置 き 、
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管 理 セ ン タ ー に そ れ ぞれ 事 業 所 を 設 け 、 対 応し て お り ま し た 。

桜 川 市 の 皆 様に 大 変 な ご 迷惑 を か け て しま っ た 反 省 から 、 企 業 局 の危 機 管 理 体 制を よ り 強 固 にし た こ と です 。 漏 水 補 修資 材 の 大 量 備蓄 、 災 害 時 協力 員 制 度 の 創設 、 給 水 車 の確 保 、 応 急 給水 ペ ッ ト ボ トル  （ 茨 城 の 水 ）の 増 産 備 蓄 など で す 。 こ の

ほ か 、 管 路 メ ー カ ー に お いで い た だ い て 、 各 社 緊 急 時の た め に 漏 水 補 修 資 材 を 一定 量 確 保 し て お い て く れ るよ う 要 請 し ま し た 。 こ れ らの こ と は 、 １ 年 後 に 起 き た東 日 本 大 震 災 で お お い に 役立 っ て く れ ま し た 。　
２ 点 目 は 、 東 日 本 大 震 災

時 、 新 治 浄 水 場 と 関 城 浄 水場 が 受 水 し て い る 霞 ヶ 浦 用水 の パ イ プ ラ イ ン が 大 き く被 災 し て し ま っ た こ と です 。 パ イ プ ラ イ ン を 管 理 して い る 独 立 行 政 法 人 水 資 源機 構 か ら は 、  「 施 設 が 相 当損 傷 し て い る と 思 う の で 、復 旧 に 約 ２ カ 月 か か る 」 と

　
私 は 平 成

2 0年 度 か ら

2 3年

度 の ４ 年 間 、 企 業 局 長 を 務め る と と も に 、 企 業 公 社 の理 事 長 を 兼 務 し て お り ま した 。 時 々 本 社 を 訪 れ 、 公 社職 員 と い ろ い ろ 話 を す る こと を 楽 し み に し て お り ま した 。 執 務 室 が ち ょ っ と 手 狭だ っ た の で 、 隣 の 部 屋 を 新た に 借 り 受 け た り も し ま した 。　
東 日 本 大 震 災 の 時 は 、 企

業 局 と 企 業 公 社 の 合 同 対 策本 部 を 局 内 会 議 室 に 立 ち 上げ 、 い ろ い ろ な 作 業 を 受 け

い 間 で す が 県 内 の 水 コ ン に勤 務 し て い た こ と も あ り 、今 思 え ば 水 道 に は 縁 が あ った ん だ な と 思 っ て お り ます 。　
私 が 採 用 さ れ た 当 時 は 、

霞 ヶ 浦 浄 水 場 、  鹿 島 浄 水 場 、那 珂 川 浄 水 場 の ３ 浄 水 場 が供 用 開 始 さ れ て い た ほ か 、将 来 の 水 需 要 に 対 応 す る ため の 浄 水 場 の 拡 張 や 、 新 規

浄 水 場 の 建 設 な ど が 計 画 的に 進 め ら れ て い ま し た 。　
私 は 、 主 に 浄 水 場 の 建 設

や 送 配 水 管 の 布 設 工 事 を して き た ほ か 、 昼 夜 を 問 わ ず発 生 す る 漏 水 の 復 旧 業 務 を担 当 し て き ま し た 。 漏 水 は他 の 業 務 と 違 い 突 発 的 に 起こ る た め 、 復 旧 作 業 や 復 旧後 の 通 水 作 業 な ど を 、 限 られ た 時 間 の 中 で 迅 速 に 行 う

必 要 が あ り ま す 。 こ う し たこ と を 若 い う ち か ら 多 く 経験 で き た こ と は 、 水 道 マ ンと し て 貴 重 な 経 験 が で き たか な と 思 っ て お り ま す 。　
私 が 経 験 し た 漏 水 の な か

で 、 強 く 記 憶 に 残 る 事 故 があ り ま す （ 東 日 本 大 震 災 は除 く ）  。 そ れ は 平 成

2 2年 ３

月 に 発 生 し た 、 関 城 浄 水 場系 増 圧 ポ ン プ 場 で の 漏 水 に伴 う 桜 川 市 北 東 部 の 断 水 事故 で す 。 私 が こ れ ま で 経 験し た こ と の な い 広 範 囲 で 、長 時 間 に わ た っ て 影 響 が 出た 断 水 で し た 。　
発 生 翌 日 、 私 が 現 地 に 出

向 く と 、 桜 川 市 岩 瀬 庁 舎 に対 策 本 部 が 設 置 さ れ て おり 、 渡 邊 企 業 局 長 、 桜 川 市

　
県 西 水 道 事 務 所 は 、 新 治

浄 水 場 、 関 城 浄 水 場 、 水 海道 浄 水 場 の ３ 浄 水 場 か ら
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市 町 （ 土 浦 市 、 か す み が う　
私 は 昭 和

4 8年 ６ 月 に 茨 城

県 職 員 と し て 採 用 さ れ 、 退職 ま で

4 2年 間 、 企 業 局 と 衛

生 部 で 一 貫 し て 水 道 事 業 に携 わ っ て 参 り ま し た 。  ま た 、茨 城 県 に 入 る 前 ま で は 、 短

る た め 、 高 度 浄 水 処 理 （ オゾ ン 生 物 活 性 炭 処 理 ） を 導入 し ま し た 。　
ま た 、 関 城 浄 水 場 関 連 で

は 工 業 用 水 の 古 河 ル ー ト の整 備 を 進 め ま し た 。  こ れ は 、Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 跡 地 （ 古 河 市 ） に日 野 自 動 車 の 立 地 が 決 ま った こ と へ の 対 応 で す 。 土 木部 で 進 め て い た 鬼 怒 川 新 橋へ の 配 水 管 添 架 も 、 な ん とか 間 に 合 わ せ る こ と が で きま し た 。 こ の 関 城 浄 水 場 関連 で 、 忘 れ ら れ な い 思 い 出を ２ 点 ほ ど お 話 し た い と 思い ま す 。　
１ 点 目 は 、 前 に も お 話 し

ま し た が 、 漏 水 事 故 の た め

境 町 ）  に 水 道 用 水 を 、ま た

1 4市 町  （ 土 浦 市 、

つ く ば 市 、 か す み がう ら 市 、 結 城 市 、 下妻 市 、 筑 西 市 、 桜 川市 、  常 総 市 、  守 谷 市 、坂 東 市 、 古 河 市 、 つく ば み ら い 市 、  境 町 、取 手 市 ） に 立 地 す る１ ３ ９ 社 １ ５ ３ 事 業所 に 工 業 用 水 を 供 給し て い ま す 。  （ 平 成
2 0年 ４ 月 現 在 ）

　
な お 、 新 治 浄 水

場 と 関 城 浄 水 場 は 、

霞 ヶ 浦 用 水 を 通 し て 霞 ヶ 浦か ら 取 水 し て い ま す 。  ま た 、水 海 道 浄 水 場 で は 、 水 道 水は 利 根 川 、 鬼 怒 川 か ら 、 工業 用 水 に つ い て は 、 小 貝 川か ら 取 水 し て お り ま す 。　
３ 浄 水 場 と も 、 そ れ ぞ れ

課 題 は あ り ま し た が 、 各 現地 の 状 況 を 踏 ま え て 計 画 的に 整 備 を 進 め る こ と と し まし た 。　
新 治 浄 水 場 で は 、 電 気 、

機 械 設 備 の 多 く が 耐 用 年 数を 超 え 、 老 朽 化 が 著 し い こと か ら 、 積 極 的 に 施 設 の 更新 を 実 施 し ま し た 。　
水 海 道 浄 水 場 で は 、 よ り

安 全 で お い し い 水 を 供 給 す

約 １ ３ ４ ０ ㎞ あ り ま す 。 これ ら の 管 路 は 、 管 種 に 応 じた 漏 水 予 防 対 策 や 管 路 パ トロ ー ル に よ る 漏 水 の 早 期 発見 に 努 め て お り ま す が 、 老朽 化 な ど に 伴 い 年 間

1 0件 程

度 の 漏 水 が 発 生 し て お り ます 。 今 後 も 大 規 模 漏 水 に 繋が ら な い た め に 、 更 な る 物的 、 人 的 （ 技 術 力 ） 備 え が重 要 に な る と 思 い ま す 。　
ま た 近 い 将 来 、 高 い 確 率

で 発 生 が 予 想 さ れ て い る 南海 ト ラ フ 地 震 や 首 都 直 下 地震 は 、 東 日 本 大 震 災 を 超 える 甚 大 な 被 害 が 想 定 さ れ てお り 、 災 害 へ の 危 機 管 理 対策 が 益 々 必 要 に な っ て き てお り ま す 。　
企 業 局 で は 、 水 道 施 設 の

耐 震 化 や 広 域 事 業 間 を 結 ぶ緊 急 連 絡 管 の 整 備 な ど 、 災害 へ の 備 え が 計 画 的 に 進 めら れ て い ま す 。 水 道 施 設 に携 わ る 皆 様 に は 、 大 規 模 地震 な ど を 想 定 し た 災 害 対 策に 計 画 的 に 取 り 組 ま れ 、 県民 の 方 々 に 安 全 で 安 定 し た水 の 供 給 が 図 ら れ る こ と を期 待 し ま す 。

� （ 島 津 就 子 ）

持 っ て も ら い ま し た 。 企 業局 長 ＝ 公 社 理 事 長 で す から 、 話 は 簡 単 で す 。 浄 水 場の 被 災 状 況 確 認 や 応 急 対応 、 管 路 の 巡 視 、 備 蓄 し てい た ペ ッ ト ボ ト ル の 給 水 拠点 へ の 搬 送 な ど を 行 っ て もら い ま し た 。　
ま た 、 給 水 車 に よ る 給 水

業 務 、 特 に 保 健 福 祉 部 経 由で 各 医 療 機 関 か ら 要 請 を 受け 、 透 析 患 者 さ ん 用 の 水 を運 べ た こ と は 、 お 役 に 立 てた の か な と 、 今 で も 深 く 心に 残 っ て い ま す 。　
企 業 局 と 企 業 公 社 が 一 体

と な っ て 頑 張 れ た の で 、 大震 災 も な ん と か 乗 り 切 れ たの か な 、  と 思 っ て お り ま す 。

り ま し た 。 特 に 給 水 タ ン クは 、 こ れ ま で 用 水 供 給 事 業者 と い う こ と も あ っ て 保 有し て お り ま せ ん で し た が 、応 援 給 水 が 迅 速 に で き る よう 整 備 し 、 備 蓄 拠 点 に 配 置し ま し た 。　
こ の ほ か 、 水 道 事 業 体 と

の 情 報 の 共 有 化 や 民 間 企業 、 団 体 の 方 々 と の 災 害 協定 締 結 な ど の 連 携 強 化 を 図り ま し た 。　
こ う し た 対 策 が 概 ね １ 年

で 整 備 で き た こ と は 、 桜 川市 の 経 験 が 生 か さ れ た こ とに 加 え 、 組 織 ト ッ プ の 適 切な 判 断 が あ っ た か ら こ そ 出来 た の だ と 思 い ま す 。　
こ れ ら の 対 策 は 、 翌 年 の

東 日 本 大 震 災 に お い て も 大い に 役 立 ち 、 備 え の 大 切 さを 再 認 識 さ せ ら れ ま し た 。東 日 本 大 震 災 の 時 、 渡 邊 局長 が 『 何 事 も ス ピ ー ド 感 をも っ て 、 対 策 は 一 つ で は なく 二 の 手 、 三 の 手 を 考 え てお か な い と だ め だ 』 と 仰 った こ と が 、 今 で も 心 に 残 って お り ま す 。　
企 業 局 が 管 理 す る 管 路 は

で 期 間 を 要 す る こ と か ら 、企 業 局 が 管 理 す る 全 て の 水道 管 に 対 応 で き る 補 修 資 材を 備 蓄 し 復 旧 期 間 の 短 縮 化を 図 り ま し た 。 ま た 、 事 故現 場 か ら 補 修 資 材 を 短 時 間に 運 搬 で き る よ う 集 約 化 を進 め 、 県 内 ３ ヶ 所 に 備 蓄 拠点 を 設 置 し ま し た 。　
次 に 、 企 業 局 Ｏ Ｂ 職 員 に

よ る 災 害 時 協 力 員 制 度 の 創設 で す 。 企 業 局 で 豊 富 な 経験 を 積 ん だ 退 職 者 を 協 力 員と し て 登 録 し て い た だ き 、災 害 復 旧 活 動 な ど の 支 援 をい た だ く 制 度 で す 。 平 成
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年 ３ 月 に 発 生 し た 東 日 本 大震 災 に お い て は 、 創 設 時 登録 し た ９ 名 の 方 々 に 支 援 を頂 き 助 か り ま し た 。 私 も 企業 公 社 を 退 職 後 、 令 和 ２ 年度 に 登 録 を し ま し た 。 こ れま で 幸 い に も 活 動 実 績 は あり ま せ ん が 、 万 が 一 災 害 が発 生 し た 時 に は 、 い ち 早 く現 場 支 援 に あ た り た い と思 っ て お り ま す 。　
さ ら に 給 水 タ ン ク 、 給 水

袋 、 ペ ッ ト ボ ト ル 水 な ど 応急 給 水 資 材 の 整 備 拡 充 を 図

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜県 企 業 局 長  ・  企 業 公 社 理 事 長 編 ④

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

浦 井

　
康 行 （ う ら い

　
や す ゆ き ）

　
１ ９ ５ ４ 年 ９ 月

1 3日 生 ま れ 。

6 9歳 。

7 3年 に 入

庁 し 、 企 業 局 へ 出 向 。 企 業 局 施 設 課 主 査 、 技 佐兼 課 長 補 佐 、 課 長 、 技 監 兼 課 長 な ど を 経 て 、 ２０ １ ５ 年 ３ 月 に 定 年 を 迎 え た 。 そ の 後 は 県 企 業公 社 に 勤 務 、 現 在 は ㈱ フ ソ ウ に 勤 め て い る 。

災 害 時 の 備 え 再 確 認

水 海 道浄 水 場

 高 度 浄 水 処 理 を 導 入

長 の 陣 頭 指 揮 の も と 、 企 業局 職 員 、 企 業 公 社 職 員 の みな ら ず 、 土 木 部 職 員 、 業 界団 体 の 方 々 が 給 水 活 動 に 奔走 し て お り ま し た 。 企 業 局の 長 い 歴 史 に お い て も 、 これ ほ ど 長 時 間 の 断 水 に 繋 がる 事 故 の 経 験 は あ り ま せ んで し た 。 こ の 事 故 で は 初 動態 勢 の 遅 れ や 情 報 伝 達 不 足な ど が 重 な り 、 長 時 間 の 断水 に 繋 が っ て し ま っ た の です 。　
事 故 収 束 後 、 様 々 な 危 機

管 理 対 策 措 置 が 講 じ ら れ まし た 。　
具 体 的 に は 、 一 つ は 緊 急

補 修 材 の 備 蓄 拡 充 で す 。 緊急 資 材 の 多 く は 受 注 生 産 にな る た め 、 発 注 か ら 納 品 ま

県 西 水 道 事 務 所 と 企 業 公 社
～ 失 敗 を 反 省 し 、 次 に そ な え る ～

元 県 企 業 局 長 元 県 企 業 局 施 設 課 技 監 兼 課 長
（ 当 時 ・ 県 企 業 局 施 設 課 主 査 ）

渡 邊 一 夫 氏 浦 井 康 行 氏×

ら 市 、 石 岡 市 、 常 総 市 、 筑西 市 、 結 城 市 、 下 妻 市 、 桜川 市 、 八 千 代 町 、 坂 東 市 、古 河 市 、 つ く ば み ら い 市 、

桜 川 市漏 水 事 故

 危 機 管 理 体 制 を よ り 強 固 に

　
筑 波 山 の ふ も と に あ る  「 つ く し 湖 」  （ 南 椎 尾 調 整 池 ）

は 、 霞 ヶ 浦 用 水 事 業 の 一 環 と し て つ く ら れ た 人 造 湖で す 。 霞 ヶ 浦 揚 水 機 場 か ら く み 上 げ ら れ た 霞 ヶ 浦 の水 を 蓄 え て い る の で す 。 霞 ヶ 浦 用 水 は 、 県 西 地 域 の農 業 用 水 、 工 業 用 水 、 水 道 用 水 に 利 用 さ れ て い ます 。 風 の 穏 や か な 日 に は 、 湖 面 に 「 逆 さ 筑 波 」 が 映り 、 桜 の 名 所 と し て も 知 ら れ て い る よ う で す 。 休 日は ウ ォ ー キ ン グ や サ イ ク リ ン グ を 楽 し む 人 で 賑 わ って い る と の こ と で す 。

� （ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

▲ 水 海 道 浄 水 場 は 、 高 度 浄 水 処 理 を 導 入

▲ 平 成  2 2  年 に 桜 川 市 で 漏 水 事 故 が 起 き た 時 の 様 子

新 聞 購 読 料 　 　 月 額  5, 9 4 0  円 （ 税 込 ）

電 子 版 購 読 料 　 月 額  4, 4 0 0  円 （ 税 込 ）

発 行 所 ：� 茨 城 県 水 戸 市 笠 原 町 1 5 2 3 - 3 �

桂 ビ ル 2 階

T E L : 0 2 9 - 2 9 1 - 8 8 5 5   F A X : 0 2 9 - 2 9 1 - 8 8 5 4

htt p s: / / w w w. k e n s et s u mi r ai. c o.j p

茨 城 全 県 版

2 0 2 4  年 （ 令 和  6  年 ）

7 1 3月 日

（ 土 曜 日 ）

地 域 開 発 に 貢 献 し た 9 1 年 、 こ れ か ら も 私 た ち の 活 動 が 拡 が り 続 け ま す


